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【病名登録】 

①【２２ 病名】をクリックします。 

 

 

※病名登録画面 
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②カルテ１号紙の病名を入力してみましょう。 

 

※１・・・直接入力する場合 

病名、開始日を直接入力し登録。 

 

 

※２・・・病名を検索して入力する場合 

 病名検索をクリックします。 
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検索ワードを入力して、検索結果から選択します。（カタカナでも検索可能です） 

（※まず「両」のみセットします） 

（※両近視性乱視の場合、全ていれると検索結果に出てきません。両と近視性乱視分けて入力） 

 

 

続いて検索ワードを入力して、検索結果から選択します。 

（※「両」に続く「近視性乱視」をセットします） 

 

 

最終構成を確認し確定をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定した病名が表示されたら、開始日を入力し登録。 

 

 

（※確定病名に対して、追加入力しても問題ありません。） 
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※３・・・入力ＣＤを使用して入力する場合 

病名コード欄に、入力コードを入力します。 

（※本マニュアルでは、R=右／are=アレルギー性／ketuma001=結膜炎と事前設定済み） 

（※レセコンのみ使用いただいてるユーザ様にて使用する方法で、事前に設定が必要です。） 

 

 

（※入力ＣＤを使用する場合、連続で病名を入力できます。） 

（５つの入力ＣＤを使って、３つの病名を一度に入力してます） 

 

 

開始日を入力し登録 
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【病名の転帰】 

①カルテ１号紙の病名を転帰してみましょう。 

 

 

※１・・・個別に転帰する場合 

上段にある登録済みの病名を選択し、下段に展開。 

 転帰自由を選択し、転帰日を入力し登録。 

 

 

 

 



 

 8 / 37 

 

※２・・・まとめて転帰をする場合 

 ３番目と５番目の病名をまとめて転帰します。 

 病名番号欄に「．３．５」と入力し、エンター押下（※上段で病名選択はしません） 

 （※１番目から６番目の場合、「．１－６」） 

 

 

 

 

 

まとめ画面が表示されたら、転帰自由を選択し、転帰日を入力し登録。 
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※病名入力欄の補足 

 

 

①診療科･･･････････病名登録診療科を選択できます 

 

②病名編集･････････病名が厚生労働省マスタと違った場合「病名編集」と表示されます 

 

③補足コメント･････ここに入力すると、慢性胃炎（萎縮性）病名後方に（）コメントが付きます 

 

④カルテ病名･･･････レセプト送信病名＝慢性胃炎、カルテ１号紙病名＝ＣＧと表現できます 

 

⑤疑いフラグ･･･････疑い／急性を選択できる 

 

⑥主病名フラグ･････主病名フラグを設定できる 

 

⑦疾患区分･･･････‥特定の医学管理料の自動算定を病名と紐づけれます（※要設定） 

 

⑧入外区分･････････外来／入院病名区別ができます 

 

⑨保険適用･････････通常使いませんが、複数あるレセプトに病名を割り振れます 

 

⑩レセプト表示･････病名を登録上残して、レセプトには印字しない設定 

 

⑪レセプト表示期間･･･病名開始月から指定の期間だけレセプトに印字設定できます（月のみ） 

 

⑫保険病名･････････現状使用しません 

 

⑬退院証明書記載･･･退院証明書に病名を設定できる 

 

⑭原疾患区分･･･････現状使用しません 

 

⑮合併症区分･･･････現状使用しません 

 

 

 

① ② 

③ 
④ 

⑤ ⑥ ⑦ 
⑧ 
⑩ 

⑨ 
⑪ ⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ 
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【診療行為の入力】 

①【２1 診療行為】をクリックします。 

 

 

※診療行為入力画面 

 
 

 

 

 

 

診療行為内容 

受診歴 

病名 
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②患者を呼び出し、保険の組み合わせ、自動で表示されている内容を確認します。 

※初再診等は自動発生、特定疾患療養管理料などは病名で判断して発生します（※要設定） 

 

 

 

③診療行為内容を入力します。入力コード列、空いてる枠に検索ワードを入力 

例）フロモックス錠１００ｍｇを検索したいので「フロモ」と入力 
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④検索結果画面から目的のものを選択し確定 

 
 

※確定後の画面 

 

※検索結果に目的のものが見つからない場合、部分・拡大検索を使います 

（下図では外用薬として「フロモ」で始まる薬は無いという結果） 

※内服・外用・注射など区分を切り替えればそれぞれの区分から検索できます 
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【診察料の入力】 

 

 

 
診察料を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

（と、書いていますが特別な事が無い限り、表示されたものを確認するぐらいがほとんどです。） 

 

初診の場合、 

[ .110 ](初診料の診区) 

[時間外コード]△[初診料コード](※時間内であれば先頭△まで不要) 

[加算コード](※図の加算は届出登録等で自動算定) 

 

[ .110 ] 

[111000110](初診料)          ※時間内 

[111013770](機能強化加算(初診) ※届出登録しているため自動算定 

 

再診の場合、 

[ .120 ](再診料の診区) 

[時間外コード]△[再診料コード](※時間内であれば先頭△まで不要) 

[加算コード](※図の加算は届出登録等で自動算定) 

 

[ .120 ] 

[112007410](再診料)     ※時間内 

[112016070](時間外対応加算 1)   ※届出登録しているため自動算定 

[112015770](明細書発行体制等加算) ※院内基準満たしているため自動算定 

[112011010](外来管理加算)    ※再診時に自動算定 

 

※時間外コードは何を入力？ 

[1]=時間外、[2]=休日、[3]=深夜、[8]=夜間・早朝 

[4]=時間外特例、[5]=小児夜間、[6]=小児休日、[7]=小児深夜 

 

※小児科外来診療料 

[ .130(管理料) ]入力ですが診察料と同じく小児科において自動算定されます。 
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【医学管理料の入力】 

 

 

 

 

医学管理料を入力する際は以下のとおりに入力します。 

 

[ .130 ](医学管理料の診区) 

[管理料コード] 

 

上図２つの場合 

[ .130 ] 

[113001810](特定疾患療養管理料(診療所)) ※病名登録時に疾患区分設定したため自動算定 

 

[ .130 ] 

[113002310](皮膚科特定疾患指導管理料(2)) ※病名登録時に疾患区分設定したため自動算定 

 

※疾患区分による管理料の紐づけ 

病名入力時に疾患区分を選択(P9-⑦参照)しておくと、算定漏れを防げます。 

（※自動算定は要設定、担当者へ相談ください。診療科によっては不必要な事もあります。） 

 

疾患区分に設定出来る管理料 

・皮膚科特定疾患指導管理料(１)&(2) 

・特定疾患療養管理料 

・てんかん指導料 

・特定疾患療養管理料又はてんかん指導料 

・難病外来指導管理料 
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【在宅料の入力】 

 

在宅料を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .140 ](在宅料の診区) 

[在宅コード] 

[ｺﾒﾝﾄコード](※使い分け必要ですが必須) 

 

 

[ .140 ] 

[114000110](S 往診料) 

[830100086](定型文；患家より依頼あり) 

 

 

※選択式コメントについて 

算定名称の頭に「Ｓ」「Ｃ」「Ｒ」「Ｆ」が付いていたら、必要に応じてコメントを入力します。 

※[114000110](S 往診料) 

本例は「Ｓ」の為、コード確定後下図表示されるのでコメントコードを選択し、確定します。(※必須) 

 

 

確定後、「830100086」が表示されるので「患者の～；＊＊＊」を手入力します。 

 

選択式コメントを選び忘れたら？ 

「 //s 」と在宅コードの下に入力すると、もう一度コメントコードの一覧が表示されます。 

 

 

患家より依頼あり 
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「Ｃ」は？ 

 
上図「C」は、「S」と違って必須では無い為コメント一覧は出てきません。(※場合によって必須) 

本例でコメントが必須になる場合は、以下の通り 

（保険医療機関以外の機関へ診療情報を提供した場合） 情報提供先を記載すること。 

と、決められているため･･･「 //ss 」を入力中のグループの下に入力します。 

 

 

下図画面表示されるので、先にコメント入力したい診療行為を選択してコメント一覧から選択確定します。 

 

 

 

 

確定後、「830100080」が表示されるので「情報提供先～；＊＊＊」を手入力します。 

 

 

日付入力コメントに注意 

下図のような選択コメントでは、「～；年 月 日」に直接入力が出来ないため気を付けてください。 

入力コード欄、「850190008△503△01△25」と入力します。 

 

 

 

 

デイケアセンター●●● 
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「Ｒ」は？ 

 

 

上図「R」は、レセプトに自動的にコメント付与されるため特段注意する必要はないです。 

 

 

「Ｆ」は？ 

 

上図「F」は、コメントを直接入力しますが名称欄で入力できるのは先頭含めて６９文字までです。 

そのため、「F」が表示されたら「 /c 」を入力中のグループの下に入力します。 

 

 

 

 

専用のコメント入力画面が表示されるので、入力し確定したら戻ります。(※最大 50 文字まで) 
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【薬の入力 内服・頓服薬】 

 
内服・頓服薬を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .210 ](内服薬の診区） 

[薬剤コード]△[製剤量](１日量) 

[用法コード]＊[日数］ 

 

上図の例だと、 

[ .210 ] 

[610411058](フロモックス)△[3](錠) 

[Y03001](1 日 3 回毎食後に)＊[7](日分) 

 

※用法コードは、分 1～分 4 まで「Y01～Y04」と入力すると一覧が出てきます。 

 それ以外の用法は、「//y」と入力すると一覧が出てきます。 

※オリジナルの用法作成については、担当者へ相談ください。 

都度手入力したい用法は、「810000001」を入力して名称欄へ直接入力します。(40 文字まで) 

 

 

※診療区分(診区)とは？ 

→基本は省略しても良いが、入力している診療行為が何のグループに属しているかを宣言する為のコード 

 「 //. 」と入力すると一覧が表示されます 

※宣言すべきタイミングは？ 

→省略してもいいが、以下状況は宣言をすべき。(もしくは入力する順番を逆にする) 

 本来は内服薬として処方したかったが、手術薬として扱われてしまう状況 

 

 

[ .220 ](頓服薬の診区) 

[薬剤コード]△[製剤量](１回量) 

[用法コード]＊[回数] 

 

上図の例だと、 

[ .220 ] 

[611140694](ロキソニン)△[1](錠) 

[001000137](発熱時又は痛む時に)＊[4](回分) 
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【薬の入力 外用薬】 

 

外用薬を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .230 ](外用薬の診区) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

[用法コード](必須でないが付け足し OK) 

[用法コード] 

 

上図の例だと、 

[ .230 ] 

[662640418](リンデロン－ＶＧ軟膏)△[５](ｇ) 

[810000001](朝・昼・夕 かゆいとき) 

[001000912](１日２～３回) 

 

 

 

※外用薬は総量入力ですが、薬によって単位マスタが違います。 

 下図場合、ﾘﾝﾃﾞﾛﾝは「g」ですが、ﾋｱﾙﾛﾝ酸点眼液は「瓶」の為注意が必要です。 

 （※よく使う薬が「g」で「本」換算等で入力したい場合は担当者へ相談ください。） 

 

 

※湿布薬のルールについて 

必ず「830100204」を入力して「湿布薬の～；＊＊＊」を手入力します。(※返戻されます) 

70 枚を超える処方をした場合は必ず「830000052」を入力して「70 枚～；＊＊＊」を手入力します。 

(※70 枚超えのやむを得ない理由が無い場合、処方(箋)料が算定出来ないため「099200201」を入力) 

 
 

 

[ .230 ](外用薬の診区)※湿布薬のルール 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

[ｺﾒﾝﾄコード](※必須です) 

[用法コード](必須でないが付け足し OK) 

 

上図の例だと、 

[ .230 ] 

[620007813]ﾛｷｿﾆﾝﾃｰﾌﾟ△[84](枚) 

[830100204](定型文；１日２枚、４０日分) 

[810000001](腰と肩に貼付) 

[ .980 ] 

[830000052](定型文；多局所貼付のため) 

[099200201](湿布薬制限枚数解除) 

1 日 2 枚、40 日分 

多局所貼付のため 

099200201 
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【薬の入力 在宅薬】 

 

在宅薬を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .148 ](在宅薬剤：院外の診区) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

[用法コード] 

 

上図の例だと、 

[ .148 ] 

[620000269](ノボリン３０)△[1](kit) 

[810000001](1 日 1 回 朝 10 単位) 

 

 

※ペンニードルが検索しても出てこない？ 

特定保険医療材料について商品名は初期から登録はされておりません。 

あらかじめ処方することがわかっていれば、担当者へご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ .149 ](在宅材料：院外の診区) 

[商品コード] 

[材料コード](※商品と紐づけ)△[総量] 

 

上図の例だと、 

[ .149 ] 

[058000002](ペンニードル) 

[710010095](万年筆型注入起用注射針)△30 本 
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[ .340 ](その他注射の診区) 

[手技コード](※手動入力) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

 

上図の例だと、 

[ .340  ] 

[130012010](硝子体内注射) 

[621894901](ルセンティス注射液)△[1](瓶) 

 

【注射の入力】 

 
注射薬を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .310 ](皮下筋肉内注射の診区) 

[手技コード](※自動算定) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

 

上図の例だと、 

[ .310 ] 

[130000510](皮内、皮下及び筋肉内注射) 

[620007539](硫酸カナマイシン)△[1](管) 

 

 

 

 

[ .330 ](点滴注射の診区) 

[手技コード](※自動算定) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

 

上図の例だと、 

[ .330 ] 

[130009310](点滴注射) 

[622344901](ソリタ T2)△[1](袋) 

[643120012](アリナミン)△[1](管) 

 

手技を算定せずに、薬剤だけ算定する場合は？ 

※以下宣言し、薬剤コードのみ入力します 

 

[ .311 ]・・・皮下、筋肉内注射(手技料なし) 

[ .321 ]・・・静脈内注射(手技料なし) 

[ .331 ]・・・点滴注射(手技料なし) 

[ .320 ](静脈内注射の診区) 

[手技コード](※自動算定) 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

 

上図の例だと、 

[ .320  ] 

[130003510](静脈内注射) 

[643230032](ブドウ糖注射液)△[1](管) 

[643140002](アスコルビン酸注射液)△[1](管) 
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【処置の入力】 

 

処置を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .400 ](処置行為の診区) 

[手技コード] 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 

 

上図の例だと、 

[ .400 ] 

[140000610](創傷処置) 

[620008993](ゲンタシン軟膏)△[1,4](g) 

 

 

 

 

※酸素購入価格の初期設定が必要です 

酸素ボンベ等の算定を行う場合、初期設定が必要です。担当者へ相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ .400 ](処置行為の診区) 

[手技コード] 

[器材コード]△[製剤量](総量) 

[加算コード](※本例は自動算定) 

 

上図の例だと、 

[ .400  ] 

[140005610](酸素吸入) 

[739230000](酸素ボンベ・小型)△[5](L) 

[770020070](酸素補正率) 



 

 23 / 37 

 

※自動算定された判断料、採取料が不要であれば 

登録後、◎をクリックすると削除できます 

【手術の入力】 

 

手術を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .500 ](手術の診区) 

[手技コード] 

[薬剤コード]△[製剤量](総量) 等 

 

上図の例だと、 

[ .500 ] 

[150198710]( 膀胱結石摘出術) 

[620003854](キシロカインポンプ)△[1](g) 

[621201302](ガスチーム)△[1](g) 

[612340028]( 炭酸水素ナトリウム)△[1](g) 

[640421007]( 生食液ＮＳ)△[2](管) 

[737740000](胆道結石除去カテ)△[1](本) 

 

【検査の入力】 

 

検査を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .600 ](検査の診区) 

[検査コード]  

[判断料コード] (※自動算定) 

[採取料コード] (※自動算定) 

 

上図の例だと、 

[ .600 ] 

[160017410]( TP) 

[160018910](AlB) 

[160020410](γ—GT) 

[160061910](生化学的判断料１) 

[160095710](B-V) 
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上図の例だと、 

[ .700 ] 

[002000004]( 胸部) 

[170027910](単純撮影(デジタル)) 

[170000410](S 単純撮影(イ)の写真診断) 

[820181220](撮影部位：胸部(肩を除く)) 

[170000210](電子画像管理加算) 

[ .990 ](摘要欄上部の診区) 

[コメントコード] 

 

[ .990 ] 

[810000001](上部にコメント) 

 

[ .991 ](摘要欄下部の診区) 

[コメントコード] 

 

[ .991 ] 

[810000001](下部にコメント) 

 

摘要欄上部にコメント 

摘要欄下部にコメント 

一包化 

【画像診断の入力】 

 

画像診断を入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .700 ](画像診断の診区) 

[部位コード] 

[撮影コード]  

[診断料コード] (※自動算定)  

[コメントコード](※必須です) 

[加算コード] (※必要に応じて) 

 

【コメントの入力】 

 
コメントを入力する際は以下のとおりに入力します。△はスペースです。 

 

[ .980 ](処方箋備考欄の診区) 

[コメントコード] 

 

[ .980 ] 

[810000001](一包化) 
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【会計登録】 

※一例として下図カルテ４日分の会計入力をしてみましょう。 

 

※ｄｏについては P2８へ 

5/9 
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①入力ができたら右下の登録 

 

②自動算定された内容、区分ごとの点数を確認し右下の登録 

※不要な自動算定内容があれば、◎をクリックすると削除されます 
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③入金額と、発行される書類を確認して右下の登録 

 
 

※登録後、発行対象の書類が印刷されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


